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■一般外来 受付時間/午前8：30～11：00（午後は予約のみ）
月　　　火　　　水　　　木　　　金 

糖尿病・内分泌

神 経 内 科

内
　
科

呼吸器

糖尿病・
内分泌

■予約専用電話（予約専用電話の受付は14時から16時まで）
外来の予約や変更等については予約専用電話にお願いします。
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外来診察のご案内
※都合により、担当医師の変更や休診となることもございますのでご了承願います。

外来診察のご案内外来診察のご案内

※心療科は現在新患予約受け付けを中止していますのでご了承願います。
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プランター花壇

　2病棟に長期入院している学童期の子どもたち
が運営しているプランター花壇『にじいろガーデ
ン』を、秋～春に見頃を迎えるお花たちへとリ
ニューアルしました。
　10月下旬のまだ暑さの残る日に、太陽の光の
もと、時折吹く風を心地良く感じながらプランター
花壇造りに励みました。まだ少し頼りないような生
長途中の小さな花苗ですが、ポットから取り出して
みると、子どもたちから「こんなに根っこがビッシリ
生えてる！これは力強く育ちそうやな！」と驚きの
声が上がりました。根っこの逞しさを感じとりつつ、
「傷つけたら育たんから」とそ～っとそ～っと丁寧
に根っこをほぐす子どもたちの姿に、これから育っ

ていく命への思いやりを感じ
ます。誰に言われるでもなく
表れた優しさは、自然や命あ
るものに触れて引き出された

もので、病棟の中とはまた違う子どもたちの姿で
した。最初は「土に触るのは…」と及び腰だった子
も、いつの間にかプランター花壇造りに夢中にな
り、「久しぶりにこういう活動ができて良かった」と
いう声も聞かれました。
　この小さな花苗が少しずつ根を張り巡らせ、
ちょっとやそっとでは倒れない力強さを手に入れ
ていくように、子どもたちの治療や生活訓練を通し
た毎日の頑張りは、抱える疾患や自らの課題と上
手に付き合うための糧となり、退院後の生活を支
えてくれると信じています。
　この冬の間も、子どもたちは寒さに負けること
なくお花たちのお世話に励みました。厳しい寒さ
を耐えたからこそ、際立つ花の美しさがあります。
子どもたちは美しい花の姿を心に描きつつ、これ
からも『にじいろガーデン』を大切に育てていって
くれることでしょう。       （児童指導員　福山  涼）
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